
逐次解析手法による統計的

逐次推定問題の研究

18540117

平成18年度～平成19年度科学研究費補助金

　　　（基盤研究（C））研究成果報告書

　　　平成20年5．月

研究代表者　磯貝英一

　新潟大学自然科学系教授



ま　え　が　き

　本研究は「逐次解析手法による統計的逐次推定問題の研究ユと題して、平成18年度お

よび平成19年度の科学研究費補助金（基盤研究（C））の交付を受け、新潟大学自然科学

系（理学部数学科）の教員を中心として関連分野の研究者の協力を得て組織的に行われた。

　近年、逐次解析理論の発展に伴い統計的推測における逐次推定問題が盛んに研究される

ようになった。本研究では理論的側面を重要視し、逐次解析手法を駆使して統計的逐次推

定問題に関する研究成果を得ることを主目的にしたeこの目的を達成するために国内外の

会議や研究集会等に参加し、研究発表および活発な討論を行うことにした。この活動の結

果、本研究の課題について直接的または間接的に関係する研究成果が得られた。本報告書

はこの研究課題で得られた研究成果をまとめたものである。

　本研究の研究報告をまとめるにあたり、ご協力を頂いた研究分担者および活発な討論に

参加して頂いた先生方に心からお礼を申し上げる。

平成20年5月

研究代表者　　磯　貝　英 （新潟大学自然科学系教授）
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発　表　論　文　の　要　旨
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6．
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9．

指数分布における未知な位置母数と尺度母数の関数に対する，区間幅と信頼係数が

一定の逐次信頼区間を構成し，その漸近一致性を示した．特別な場合として，2つ

の母数の比の逐次信頼区間を考え，漸近一致性および平均標本数の2次の漸近展開

を与えた。

ベイズ的観点から，非正則な場合にも適用可能な情報不等式について論じた。まず，

不偏性よりも弱い条件を満たす任意の推定量の分散を局所的に最小にする推定量を

構成した。そして，Ha㎜ersley－Chapman－Robbins不等式を特殊な場合として含む情

報不等式も求めた。

ある切断分布族の位置母数推定問題において、小標本論におけるKiefer型情報不等

式を大標本論の場合に拡張した。そして、その情報不等式によるリスクの下界は漸

近的に達成可能であることが証明された。また、この事実は逆問題の観点からも重

要であることも分かった。

位置母数の推定において、Pitman推定量と呼ばれる最良位置共変推定量がよく知ら

れている。本論文では、ある非正則分布族においてPitman推定量の漸近展開、漸近

分散等を求めた。特に、密度の台が区間になっていて、区間の両端での密度の値が

異なるときには、それらの値が同じ場合とはかなり異なる結果になることが分かっ

た。

Gopfert－Ta㎜er－Zalinescuが提案した、ベクトル値関数に対するEkelandの変分

原理の結果を利用して、2っのタイプのCaristiの不動点定理をベクトル値関数に対

して証明している。

Fan－KKMの補題を直接的に利用することで、ベクトル値鞍点の存在定理を証明して

いる。2つの回帰的な実Banach空間の直積空間上で定義され、順序線形位相空間

上に値をとるベクトル値関数に対してベクトルの意味での鞍点が存在することを示

している。

凸錐に基づいて2つの集合の間の順序関係をいくつか定義し、集合値写像の非支配

的な解（有効解）の概念を6つ提案している。これらに対して、非線形スカラー化

手法を利用して、その有効解であるための最適性条件を示している。

大CSX600浮動小数点コプロセッサを使用することで、非常に大きい長方形の行列

の特異値分解（SVD）を高速にするための方法を提案した。　CSX600浮動小数点コプロ

セッサは、大きな行列同士の積を高速におこなえるため・できるかぎり大きな行列

同士の積が現れるように、計算アルゴリズムを改良した・

未知な平均と分散をもつ正規分布において、平均と標準偏差の1次結合の逐次信頼

区間推定問題を考えた。与えられた区間幅と信頼係数をもっ逐次信頼区間を構成す

るために停止規則を定義し、その逐次信頼区間の被覆確率が信頼係数に収束する速
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さを求めた。また、平均標本数の2次の漸近展開も求めた。
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